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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 4,1706 4,1453 -0,61% 9,35% 3,6374 4,1941

対円 JPY 25,54 25,64 0,39% -10,51% 30,08 25,22

対ユーロ BRL 4,6118 4,5567 -1,19% 7,74% 4,1646 4,6508

対ドル JPY 106,52 106,28 -0,23% -2,15% 104,46 112,40

対ユーロ JPY 117,78 116,83 -0,81% -3,57% 116,41 127,50

Index 100.524 101.135 0,61% -1,75% 106.650 87.536

bps 138,10 135,55 -1,85% 7,21% 209,52 124,06

% 7,53 7,43 -1,33% 3,22% 9,34 7,15

% 5,47 5,42 -0,91% -2,61% 6,69 5,37

% 2,13175 2,13763 0,28% -5,13% 2,8039 2,1174

Index 172,08 170,36 -1,00% -4,48% 189,68 167,38

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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金曜日の相場は、終日落ち着いた展開となった。９月１日からの米国の中国からの輸入品に対する関税発動
を控え、米国株式は家計に対する輸入関税の影響を見極めようとするなか、日中はも見合いの展開。
ブラジル市場においてもドルレアルは終日落ち着いた動きとなり４．１３ドルを一時的に下回ったが、４．１４ドル
で取引を終えており、ボベスパ指数も１０１，０００ポイントを回復し、前月からの下落を０．７％に抑えた格好と
なっている。発表された７月の米国個人消費支出は前月比＋０．６％（市場予想＋０．５％）と伸びが加速し、個
人消費は堅調を維持しているが、８月ミシガン大学消費者マインドは８９．８ポイント（市場予測９２．４ポイント）と
トランプ政権発足以降で最低の水準となり、個人消費の先行きについて不安が残る結果となっている。
ブラジルでは７月の純負債がGDPの５５．８％（市場予想５５．４％、６月５５．２％）に上昇しており年金改革法案
や税制改革の進展に期待したい状況に変わりはない。今回の追加関税ではアパレルや履物などが対象と
なっており、玩具やスマートフォン・ノートPCへの１５％の関税は１２月１５日に延期となっているが、既に２５％
の関税を掛けている他の中国製品２５００億ドル分については、中国建国７０周年である１０月１日から３０％引
き上げる予定であり、９月も依然として目が離せない状況は変わらない。中国からの輸入品１１００億ドルに対
する関税発動を控え、トランプ大統領は譲歩の姿勢は特段見せておらず、すべての国が貿易戦争の影響を受
けているなか、９月は中国と米国の閣僚級協議が開催されるかに注目が集まるだろう。


